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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は膜結合性であり、5つのアンキリンリピート、タンパク質ホスファターゼ1相互作用ドメイン、およびカルボキシ末端CAAXボックスドメインを含む。コードされるタンパク質の合成は、トランスフォーミング成長因子β1によって阻害される。このタンパク質は、CAAXボックスドメインを介して膜に結合し、タンパク質ホスファターゼ1との相互作用を介してシグナル伝達分子として作用する可能性がある。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生成され、それらは同様の処理を受けて成熟タンパク質を生成する可能性がある。[RefSeq提供、2015年9月]、機能：内皮細胞におけるTGF-β1シグナル伝達カスケードの下流標的となる可能性がある。、誘導：TGF-β1によって阻害される。、類似性：5つのANKリピートを含む。、サブユニット：PP1に結合する。、組織特異性：血管内皮、中枢神経系、肺、脾臓、腎臓、精巣で高発現する。
	研究分野
	-
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	PPP1R16B抗体を用いたマウス脳ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

